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新型コロナウイルスが世界中で猛威を振るい始めて既に 2 年ほど経過している。この

感染症によって特に民主主義国において多くの死者が発生しており、 

中国を中心とする権威主義国では、相対的に死者が少ないといった主張が見られる。

しかしながら、権威主義国の報告するデータは、一般的に信頼性が低く、民主主義国

のデータよりも実態を反映していない疑念がある。 

こうしたデータの質の問題を考慮に入れた分析を行うと、必ずしも権威主義国がコロ

ナへの対処に優れていて、民主主義国が劣っているとはいえない可能性が指摘でき

る。 

 さらには、超過死亡といったデータを用いた分析をすると、むしろ、民主主義国の

方が死者数が少ない可能性すら示唆される。 

 こうした分析結果からは、国家による強権の発動や自由の制限を安易に称揚するよ

うな議論には、十分な注意が必要であると結論付けられる。 
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